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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 26日 (2004.11.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 動 作 の ス イ ッ チ ン グ を 行 う ス イ ッ チ 部 材 を 作 動 す る ス イ ッ チ レ バ ー と 、 こ の ス イ ッ
チ レ バ ー を 作 動 す る 動 作 カ ム と 、

離 間 カ ム と 、 前 記 動 作 カ ム お よ び 前 記 離 間 カ ム の 作 動 時 間 を 設 定 す る
タ イ マ ー 機 構 と を 有 し 、 前 記 タ イ マ ー 機 構 に よ り 設 定 さ れ た 作 動 時 間 の 終 了 時 点 に お い て
、 前 記 離 間 カ ム で 前 記 離 間 レ バ ー を 動 作 さ せ 、 前 記 ス イ ッ チ レ バ ー を 前 記 動 作 カ ム か ら 離
間 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 ス イ ッ チ 部 材 を オ フ 状 態 に し て 所 定 動 作 を 終 了 さ せ る こ と を 特
徴 と す る タ イ ム ス イ ッ チ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 に 示 さ れ る よ う に 、 軸 部 ３ ３ ２ は 、 ス イ ッ チ レ バ ー ３ ０ ,３ １ の 湾 曲 部 ３ ０ ４ ,３ １
４ の 凹 面 側 に 位 置 す る 。 軸 部 ３ ３ ２ の 外 周 に 係 合 リ ブ ３ ３ ４ が 軸 線 方 向 に 沿 い か つ 半 径 方
向 に 突 出 さ せ て 形 成 さ れ て い る 、 係 合 リ ブ ３ ３ ４ は 、 外 部 操 作 レ バ ー ３ ４ を 手 動 操 作 し て
軸 部 ３ ３ ２ を 回 動 さ せ る と 、 ス イ ッ チ レ バ ー ３ ０ ,３ １ の 両 係 合 突 部 ３ ０ ５ ,３ １ ５ と 同 時
に 当 接 し 、 さ ら な る 回 動 で 係 合 リ ブ ３ ３ ４ は 両 係 合 突 部 ３ ０ ５ ,３ １ ５ を 押 動 し て ス イ ッ
チ レ バ ー ３ ０ ,３ １ を 同 時 に 回 動 し 、 従 動 部 ３ ０ １ ,３ １ １ が 動 作 カ ム ２ ６ と の 接 触 を 断 つ
位 置 ま で 一 緒 に 離 隔 す る 。 さ ら に 、 軸 部 ３ ３ ２ を 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 両 係 合 突 部 ３
０ ５ ,３ １ ５ は 係 合 リ ブ ３ ３ ４ か ら 離 間 す る の で 、 ス イ ッ チ レ バ ー ３ ０ ,３ １ は 可 動 接 点 板
２ ７ ,２ ８ の 弾 性 付 勢 力 に よ っ て 回 動 し 、 従 動 部 ３ ０ １ ,３ １ １ は 動 作 カ ム ２ ６ の 円 筒 面 に
従 動 可 能 な 当 接 位 置 に 復 帰 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

前 記 ス イ ッ チ レ バ ー を 前 記 動 作 カ ム か ら 離 間 さ せ て 前 記
ス イ ッ チ 部 材 を オ フ 状 態 に 維 持 す る 離 間 レ バ ー と 、 こ の 離 間 レ バ ー を 作 動 す る 前 記 動 作 カ
ム と 別 体 で 形 成 し た
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 円 筒 カ ム ２ ６ ３ の 高 段 部 に あ っ た ス イ ッ チ レ バ ー ３ １ の 従 動 部 ３ １ １ が 低 段 部 に 落
ち 込 ん で 可 動 接 点 を 固 定 接 点 ２ ９ １ に 接 触 さ せ る こ と で 回 路 構 造 が 変 化 し 、 モ ー タ
４ ０ は 反 時 計 方 向 に 反 転 す る 。 そ し て 、 従 動 部 ３ １ １ の 高 段 部 へ の 移 行 で 可 動 接 点
は 固 定 接 点 ２ ９ １ か ら 離 れ て モ ー タ ４ ０ は 停 止 す る 。 次 に 円 筒 カ ム ２ ６ １ の 低 段 部 に 落 ち
込 ん だ ス イ ッ チ レ バ ー ３ ０ で モ ー タ ４ ０ の 時 計 方 向 の 回 転 回 路 が オ ン か ら オ フ に 移 行 し 、
順 次 動 作 カ ム ２ ６ の 回 転 に 従 っ て 、 第 一 円 筒 カ ム 対 ２ ６ １ ,２ ６ ３ ま た は 第 二 円 筒 カ ム 対
２ ６ ２ ,２ ６ ４ の 高 段 部 お よ び 低 段 部 に 従 動 部 ３ ０ １ ,３ １ １ が 追 動 し て こ の 動 作 が 反 復 さ
せ る 。 ４ １ は コ ン デ ン サ で 、 モ ー タ １ ０ の 回 転 方 向 の 設 定 に 関 与 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 タ イ マ ー 機 構 ２ ５ に 制 御 さ れ た 速 度 で 主 軸 １ ５ と 共 に 離 間 カ ム ３ ８ が 回 転 し て 、 ゼ ン マ
イ １ ２ の 蓄 勢 力 の 下 限 に お い て 離 間 カ ム ３ ８ の 高 段 部 に 離 間 レ バ ー ３ ９ の 従 動 部 ３
９ １ が 押 上 げ ら れ 、 ス イ ッ チ レ バ ー ３ ０ ,３ １ を 押 動 し 、 モ ー タ 回 路 を オ フ し て モ ー タ ４
０ を 停 止 さ せ る 。 こ の 時 点 と 同 時 、 も し く は 少 し の タ イ ム ラ グ を 経 て 、 停 止 用 接 片 部 材 ４
２ が 離 間 カ ム ３ ８ と 一 体 で 回 転 す る 停 止 カ ム １ ６ の 低 段 部 １ ６ ２ に 陥 入 し 、 板 バ ネ ４ ４ の
先 端 部 ４ ４ １ が 慣 性 振 子 ２ ３ の 揺 動 を 規 制 し 、 タ イ マ ー 機 構 ２ ５ の 駆 動 系 を 停 止 さ せ る 。
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